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1.研究背景と⽬的
⽇本の国内貨物輸送においては
トラックが重要な役割を担っている
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トラックドライバーの⾼齢化問題

しかし、トラック輸送業界では
様々なドライバー問題が⽣じている

トラックドライバーの
⻑時間労働問題
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トラックドライバーの労働時間を
⻑引かせている荷待ち時間に着⽬されている

荷物を運ばずに待機している荷待ち時間は
無駄な時間である
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本研究の⽬的

トラック輸送業界で問題になっている
トラックドライバーの⻑時間労働に

焦点を絞る
トラックドライバーの⻑時間労働の
要因の⼀つとなっている荷待ち時間の
削減の改善策の検討を⽬的とする
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2.トラックの待ち⾏列モデル
について
本研究では荷待ち時間削減の検証のために
トラックの待ち⾏列モデルを作成した

とある倉庫でのトラックの
⼊庫待機・⾞両報告データを使⽤し

トラックの待ち⾏列シミュレーションを⾏い
トラックの荷役待ち時間削減の検討を⾏う
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モデルの説明
モデルの全体図1.トラックが到着する2.空いているトラックバースにトラックは向かう3.トラックは設定された荷役時間の間
トラックバース内で待機

4.設定時間経過後トラックは出発し
空いたバースには待ち⾏列中のトラックが移動
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トラックの⼊庫待機・⾞両報告データより
シミュレーションをする

トラック受付時間 :6時〜15時の9時間

トラックバース :4つ

トラック到着頻度 :11.9台/時

平均荷役時間 :67.8分

⼿荷役による荷役作業
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トラックの待ち⾏列シミュレーション

トラックの平均荷役待ち時間 約183分
トラックの平均荷役待ち台数 約39台
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3.感度分析
本研究でとりあげた分析項⽬は3つである

①平均荷役時間

②トラックバース数

③トラック到着頻度
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荷役時間における分析

平均荷役時間:67.8分

トラックへの荷役作業が改善され
荷役時間を1割減、2割減…
となった場合の平均荷役待ち時間と台数の
影響を分析する

荷役時間1割減→61分
荷役時間2割減→54分
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荷役時間を変化させる

荷役時間が減少すると平均荷役待ち時間は
減少する傾向がある 12

荷役時間を変化させる

荷役時間が減少すると平均荷役待ち台数も
減少する傾向がある 13

トラックの到着頻度における分析

トラックの到着頻度を⽰す
トラックの1時間あたりの平均到着台数は
11.9台

トラックの到着頻度が変化した場合の
平均荷役待ち時間と台数の影響を分析する
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トラックの到着頻度を変化させる

トラックの到着頻度が低くなると
平均荷役待ち時間は減少する傾向がある 15



トラックの到着頻度を変化させる

トラックの到着頻度が低くなると
平均荷役待ち台数も減少する傾向がある 16

感度分析のまとめ

感度分析の項⽬として取り上げた3つの項⽬であ
る

平均荷役時間

トラックバース数

トラック到着頻度

これらはトラックの平均荷役待ち時間と

平均荷役待ち台数に影響し減少させる傾向がある17

4.改善策の検討
感度分析での分析項⽬の3つを
改善策に置き換えて検討する

①平均荷役時間削減

②トラックバース数増加

③トラック到着頻度低下

⼿荷役からパレット化
ロボット化

新規バースの増築

トラック到着の分散
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平均荷役時間の削減＝荷役作業改善の場合

荷役時間を約70分から約35分へと
半分に削減可能ならば
平均荷役待ち時間は
約180分から約120分に
2/3に削減可能である 19



70分という荷役時間を半分にするには

パレット化・フォークリフト・ロボット化
による荷役への切り替え

荷役環境の改善と整備を⾏うことで
トラックの荷役待ち⾏列の解消に繋がる
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トラックの到着を分散させるためには︖

→トラック予約受付システムを導⼊するのが
1つの⼿段として存在する

参照 トラック予約受付システムの導⼊事例 国⼟交通省 21

トラック予約システムの導⼊でトラック到着を
分散させることが出来る 22

トラックの到着を分散させた場合
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トラックの1時間あたりの到着頻度を
約12台から約10台分散させることによって
平均荷役待ち時間は約180分から約150分と

約30分の削減が可能になる



到着間隔を⾮常に⼤きくなるように
到着を分散させるよりは

他の改善策と複合することも
考えなくてはいけない
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荷役待ち⾏列の解消のためには
予約システムの導⼊だけではなく

複数の改善策を取り⼊れていく必要がある

5.結論
本研究ではトラックの荷役待ち⾏列における
荷役待ち時間について
荷役時間
トラックバースの数
トラックの到着頻度
の3つの項⽬から分析を⾏い
その分析項⽬に基づいてトラックの荷役待ち解消
の改善策を検討することが出来た
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